




























Crandall と Rabinowitz（J.Func. Anal.8（1971））の定理ならびに、多余次元の分岐定理である Ambrosetti 
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分岐について考察している。この方程式系は、2007 年ノーベル化学賞を受賞した Ertl 等の提案した、白金
表面上における CO 分子の分布パターン形成に関する数理モデルである。久藤と辻川（RIMS Kokyuroku 


































　本論文の内容は、すでに Scientiae Mathematicae Japonicae 誌における１編の原著論文にて既に公表され
ている。また、１編の関連論文が公表予定である。さらに著者は、著名な数理生物の研究集会における英語
による口頭発表を含む、８件の研究集会・学術会議において、本論文の内容を自ら発表している。審査委員
は本論文の内容を中心に、面接と公開の論文発表会を行い、著者が論文内容と用いた数理手法について十分
な理解とともに関連する分野についても学識を有し、また将来の研究遂行に対しても十分な能力を持つこと
を確認した。著者の英語能力については、学術論文を自ら英語で書いていることならびに、英語による口頭
発表・質疑応答を行っていることから、十分であると判定した。以上のことより、審査委員会は本論文の著
者が博士（理学）の学位を授与されるに足る十分な資格を有するものと判定する。
